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審議した主な議案

議
案
審
議

市
長
提
出
議
案

■ 「
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
」の

開
始
に
伴
い
、
条
例
を
制
定

羽
村
市
高
校
生
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
東
京
都
が
高
校
生
等
ま
で

対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
高
校

生
等
の
保
健
の
向
上
と
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
高
校
生
等

医
療
費
助
成
事
業
」を
開
始
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■ 

第
１
霊
園
の
返
還
に
伴
う
合
葬
室

へ
の
埋
葬
手
続
き
を
生
前
か
ら
可

能
に

羽
村
市
富
士
見
霊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
第
１
霊
園
使
用
者
で
あ

っ
た
者
及
び
配
偶
者
等
が
亡
く
な
っ
た

際
に
、
合
葬
室
へ
の
埋
葬
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
生
前
の
う
ち
に
手
続
き
が
で

き
る
旨
の
規
定
を
追
加
し
、
ま
た
、
使

用
許
可
の
取
消
し
等
に
関
し
て
、
必
要

事
項
を
追
加
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

生
前
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
が
、
実
際
に
使
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

あ
る
の
か
。

今
の
使
用
者
が「
墓
じ
ま
い
」を
行

い
や
す
く
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
り
、

近
年
、
墓
地
の
返
還
・
改
葬
を
さ
れ
る

方
は
多
く
、
今
後
も
増
え
て
い
く
と
捉

え
て
い
る
。

■ 

羽
加
美
１
丁
目
の
第
２
被
災
者	

一
時
宿
泊
所
を
廃
止

羽
村
市
被
災
者
一
時
宿
泊
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
老
朽
化
に
伴
い
、
羽
村

市
第
２
被
災
者
一
時
宿
泊
所
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
４
年
10
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■	

第
４
回
定
例
会
（
９
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

決
算
認
定
７
件
、
条
例
に
関
す
る
議
案
６
件
、
補
正
予
算
案
件

７
件
、
そ
の
他
議
案
５
件
、
あ
わ
せ
て
25
件
を
認
定
・
可
決
・

承
認
・
同
意
・
答
申
し
ま
し
た
。

■	

委
員
会
提
出
議
案
は
、
条
例
改
正
案
１
件
、
規
則
改
正
案
１
件
、

意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■	

審
査
し
た
陳
情
３
件
は
、
２
件
が
不
採
択
、
１
件
が
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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質
疑

建
物
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
土
地
の
活
用
は
。

建
物
は
解
体
し
、
土
地
は
普
通
財

産
化
し
て
、
売
却
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
、
第
２
被
災
者
一
時
宿
泊
所

を
廃
止
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
宿
泊
所

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

ほ
か
の
宿
泊
所
に
つ
い
て
も
築
30

年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
今
後
、
廃
止

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

一
時
宿
泊
所
の
代
わ
り
と
し
て
市
内
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
締
結
し
て
い
る
協
定

も
、
合
わ
せ
て
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

■ 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
実
施
経
費
を
計
上

令
和
４
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

【
主
な
内
容
】　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

億
９
３
５
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

４
億
８
２
８
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
委

託
料
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

接
種
に
従
事
す
る
医
師
・
看
護
師

の
派
遣
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
補
助

金
で
５
万
円
を
支
給
す
る
が
、
対
象
者

と
給
付
時
期
は
。

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
住
民
税
非

課
税
世
帯
と
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
１
か
月
の
収
入
が
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
同
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
だ
世

帯
な
ど
が
対
象
に
な
る
。
11
月
下
旬
以

降
の
給
付
と
な
る
予
定
。

対
象
者
の
確
認
方
法
は
。

対
象
者
へ
口
座
情
報
や
意
思
の
確

認
の
た
め
の
通
知
を
送
付
し
、
返
送
し

て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
給
付
を
行
う
。

そ
の
ほ
か
の
対
象
者
は
、
申
請
に
よ
り

確
認
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
無
償
化
の
対
象
と
詳
細
は
。

65
歳
以
上
及
び
60
歳
以
上
の
重
症

化
し
や
す
い
方
に
対
し
、
接
種
費
用
を

全
額
補
助
す
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
補
助
に
つ
い
て
詳
細
は
。

２
５
０
０
円
の
補
助
を
予
定
し
、

対
象
者
に
は
、
接
種
券
を
は
が
き
で
送

付
し
て
い
く
。

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

に
関
す
る
検
証
会
議
の
開
催
回
数
が
２

回
増
え
る
が
、提
言
時
期
の
変
更
も
あ
る

の
か
。９

月
中
に
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
年
内
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
国

や
都
と
の
協
議
も
含
め
、
市
と
し
て
十

分
な
検
討
を
行
い
、
事
業
の
最
適
な
方

向
性
を
導
き
出
す
こ
と
に
変
更
は
な
い
。

委
員
会
提
出
議
案

■ 

委
員
会
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席

を
可
能
に

羽
村
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
／
羽
村
市
議
会	

会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

【
主
な
内
容
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
そ
の
他
重
大
な
感
染
症
の

ま
ん
延
や
災
害
等
の
発
生
等
に
よ
り
、

委
員
会
等
の
開
会
場
所
へ
参
集
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
委
員
会
等
に
出
席

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■ 

意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者

等
に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
法
律
」の
改
正
を
求
め
る
意

見
書（
要
旨
）

　
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
全
面

救
済
を
図
る
た
め
に
、「
特
定
石
綿
被

害
建
設
業
務
労
働
者
等
に
対
す
る
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」の
改

正
を
早
期
に
行
う
よ
う
、
国
に
対
し

求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
法
務
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・

環
境
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※ 
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継（
９
月
13
日
・

９
月
30
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　

■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党
 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　
例

■市長提出議案の議決結果
＜第４回定例会（９月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

羽村市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例
関係法令の一部を改正に伴い、条例の一部を改
正する。

原案可決

羽村市会計年度任用職員の報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例
関係法令の施行に伴い、条例の一部を改正する。

羽村市富士見霊園条例の一部を改正する条例
→P10

羽村市被災者一時宿泊所条例の一部を改正
する条例
→P10

羽村市営住宅条例の一部を改正する条例
国土交通省が定める「公営住宅管理標準条例」が
改正され、保証人に関する規定が削除されたこ
とに伴い、国土交通省は、公営住宅運営自治体
においても同様の対応を図ることを求めている
ことから、条例の一部を改正する。

羽村市高校生等の医療費の助成に関する条例
→P10

令和４年度羽村市一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ15億1,640万円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ245億8,930
万円とする。

令和４年度羽村市一般会計補正予算（第４号）
→P11

令和４年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ1億6,014万3千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ60億5,404
万3千円とする。

令和４年度羽村市後期高齢者医療会計補正
予算（第１号）
歳入歳出それぞれ5,365万8千円を増額し、補正
後の予算額を歳入歳出それぞれ14億6,065万8
千円とする。

件名・概要 議決結果
令和４年度羽村市介護保険事業会計補正予
算（第２号）
歳入歳出それぞれ9,387万8千円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ41億1,183万
5千円とする。

原案可決

令和４年度羽村市福生都市計画事業羽村駅
西口土地区画整理事業会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ8,165万5千円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ16億2,265万
5千円とする。

令和４年度羽村市下水道事業会計補正予算
（第１号）
資本的支出を2,090万円増額し、補正後の予算
額を5億9,447万7千円とする。

令和３年度羽村市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について
令和３年度羽村市水道事業会計未処分利益剰余
金、3億9,326万3,573円のうち2億3,178万4,554
円を減債積立金に積み立て、1億6,147万9,019
円を資本金に組み入れる。

固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴
い、岡田丈尋氏を委員に選任したいので、議会
の同意を求める。

【任期】令和４年10月15日〜令和７年10月14日

原案同意

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、塩田真紀子氏
を委員の候補者として推薦したいので、議会の
意見を求める。

【任期】令和５年１月１日〜令和７年12月31日

異議
ない旨
答申

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、鈴木將史氏を
委員の候補者として推薦したいので、議会の意
見を求める。

【任期】令和５年１月１日〜令和７年12月31日

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、岡あけみ氏を
委員の候補者として推薦したいので、議会の意
見を求める。

【任期】令和５年１月１日〜令和７年12月31日

※表中の2段書きは
　会派内で賛否が分かれたことを表します
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◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での
　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

日本共産党
秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

新 政 会新 緑 会

＜令和３年度決算認定の議決結果＞

件名
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）
一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

認定

特
別
会
計

国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事
業会計歳入歳出決算

〇
〇 〇 × 〇 × × 〇

×
水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
下水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）
羽村市特別職員の服務の宣誓に関する条
例の制定を求める件

総務
委員会 × × × × × × × × 不採択

自治体憲法としての「羽村市憲法条例」
の制定を求める陳情

総務
委員会 × × × × × × × × 不採択

建設アスベスト被害の全面解決へ、アス
ベスト建材製造企業の基金拠出等、「特定
石綿被害建設業務労働者等に対する給付
金等の支給に関する法律」の改正を求め
る、国への意見書を求める陳情書

厚生
委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

■委員会提出議案の議決結果
件名 提出した委員会 本会議での

議決結果
羽村市議会委員会条例の一部を改正する条例

議会運営委員会
原案可決羽村市議会会議規則の一部を改正する規則

「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」
の改正を求める意見書 厚生委員会
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市政について問う

一
般	

質	

問

一
般
質
問
と
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
全
般
に

つ
い
て
の
議
員
の
質
問
で
す
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、

９
月
６
日
、
７
日
、
８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
９
月
時
点
の
も
の
で
す
。

《Ｑ》障害のある方の情報アクセシビリティへの取組みは
《Ａ》必要な取組みを検討し、関係する計画へ反映していく

誰
も
が
バ
リ
ア
の
な
い

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
い
つ

で
も
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
。

質
問
　
個
別
避
難
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
障
が
い
等
の
あ
る
方

へ
の
配
慮
は
。

市
長
　
優
先
度
の
高
い
方
か
ら

策
定
。
必
要
な
配
慮
や
留
意
点

は
、
丁
寧
に
反
映
す
る
。

質
問
　「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
施
策
推
進
法
」
へ
の
取
組
み

と
、
関
係
計
画
へ
の
反
映
は
。

市
長
　
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
に
努
め
、
必
要
な
取

組
み
を
検
討
。
障
害
者
計
画
、

地
域
防
災
計
画
等
の
関
係
計
画

へ
反
映
す
る
。

保
護
者
と
学
校
間
で
の

円
滑
な
連
絡
体
制
の
確
立
を

　
ア
プ
リ
等
の
導
入
で
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
、
家
庭
や
教
職

員
の
負
担
軽
減
、
地
域
の
協
力

体
制
の
構
築
も
期
待
で
き
る
。

質
問
　
教
育
現
場
向
け
連
絡
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
。

教
育
長
　
１
人
１
台
端
末
に
も

同
様
の
機
能
が
あ
り
、
学
校
、

保
護
者
が
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
、
検
討
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

 

助
成
を

質
問
　
助
成
を
行
う
自
治
体
や

企
業
も
あ
る
。
市
で
も
助
成
を
。

市
長
　
国
で
定
期
予
防
接
種
化

を
検
討
中
。
動
向
を
注
視
す
る
。

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た

 

取
組
み
を

質
問
　
高
齢
の
方
、
障
害
の
あ

る
方
や
、
通
勤
者
等
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
も
、
車
両
等
で

の
移
動
投
票
所
や
期
日
前
投
票

所
の
複
数
個
所
設
置
な
ど
の
検

討
を
。

選
管
事
務
局
長
　
安
全
管
理
上

の
対
策
な
ど
か
ら
、難

し
い
と
捉
え
て
い
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

障害者情報アクセシビリティ・コミュニケ
ーション施策推進法　概要抜粋

（内閣府ウェブページより）
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環
境
に
や
さ
し
い
低
炭
素
社
会・

 

資
源
循
環
型
社
会
へ

　
世
界
で
の
戦
争
や
紛
争
、
災

害
な
ど
が
あ
る
と
直
ち
に
影
響

を
受
け
る
「
食
糧
」
と
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
問
題
。
他
自
治
体
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
連

携
し
、
生
ご
み
な
ど
の
活
用
で

主
な
公
共
施
設
の
発
電
を
賄
っ

て
い
る
。
羽
村
市
も
市
に
合
っ

た
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

質
問
　
生
ご
み
を
「
可
燃
ご
み
」

か
ら
分
離
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
更
な
る
活
用
の
検
討
を
。

市
長
　
将
来
的
な
ご
み
ゼ
ロ
社

会
の
実
現
に
向
け
、
家
庭
系
生

ご
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は
大
変

重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
分
別

の
手
法
等
は
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
分
散
型
電
源
や
、
市
民
発

電
所
、
新
電
力
会
社
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
、
発
電
事

業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自
治
体

が
一
体
と
な
り
具
体
的
に
検
討

す
る
場
が
必
要
で
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
も
脱
炭
素
化

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
将
来

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
関
し

て
も
検
討
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
等
の

 

暑
さ
対
策
を
急
げ

質
問
　
夏
場
の
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
、
早
急
に
す
べ

て
の
学
校
の
冷
暖
房
設
備
を
個

別
空
調
に
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長
　
今
後
、
各
学
校
の
空

調
設
備
は
、
計
画
に
基
づ
き
、

順
次
、
個
別
分
散
方
式
に
改
修

し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

終
活
登
録
制
度
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
事
業
）
の
導
入
を

西川 美佐保 議員（公明党）

《Ｑ》生ごみを「可燃ごみ」から分離し、エネルギー活用を
《Ａ》生ごみのエネルギー化は大変重要。手法は研究する

市内にある民間のバイオガス発電所

幼
保
小
の
連
携
強
化
で

教
育・子
育
て
の
質
の
向
上
を

質
問
　
就
学
前
の
子
ど
も
が
ス

ム
ー
ズ
に
小
学
校
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
、
心
の
準
備
・
生

活
環
境
・
学
習
環
境
を
ど
の
よ

う
に
整
え
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
保
護
者
や
幼
稚
園・

保
育
園
と
就
学
に
向
け
た
情
報

共
有
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、就

学
時
健
診
の
際
に
「
就
学
支
援

シ
ー
ト
」
を
全
員
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
用
事
例
を

紹
介
し
、
活
用
を
促
し
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
の
課
題
解
決
で

 

学
校
教
育
の
改
革
を

質
問
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み
を

聞
く
。

教
育
長
　
今
年
度
、
特
別
支
援

教
育
に
関
わ
る
教
職
員
研
修
会

の
在
り
方
を
変
え
、
職
層
や
経

験
年
数
等
に
応
じ
た
、
全
教
職

員
対
象
の
体
制
を
再
構
築
し
た
。

受
講
者
に
「
明
日
か
ら
自
分
の

学
校
の
指
導
や
支
援
に
生
か
せ

る
」
と
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

質
問
　
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
関
連
す
る
施

策
や
事
業
を
展
開
し
、
関
係
機

関
と
も
連
携
し
た
支
援
体
制
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談

窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
自
身
や
、

家
族
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
よ

り
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

石居 尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》就学前の子どものための環境整備を
《Ａ》就学に向けた情報共有を進めている

散歩に行く子どもたち
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《Ｑ》水泳授業の民間委託を松林小で試行したらどうか

《Ａ》スイミングセンターを活用した実施を検討する

子
ど
も
た
ち
の

 

水
泳
指
導
等
に
つ
い
て

質
問
　
小
学
校
と
中
学
校
の
水

泳
の
年
間
授
業
時
数
は
。

教
育
長
　
約
10
時
間
程
度
で 

あ
る
。

質
問
　
学
校
プ
ー
ル
を
維
持
す

る
た
め
の
経
費
は
い
く
ら
か
。

教
育
長
　
市
内
全
小
・
中
学
校

の
年
間
経
費
は
約
９
７
０
万
円
。

質
問
　
多
摩
市
の
全
小
学
校
で

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
羽
村
市
ス
イ
ミ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、
児
童

の
移
動
に
課
題
が
少
な
い
松
林

小
学
校
で
試
行
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
全
国
的
に
屋
内
プ
ー

ル
を
活
用
し
た
民
間
委
託
が
進

ん
で
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
、

天
候
・
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化

へ
の
対
応
や
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
な
ど
が
あ
る
。
市
も
同
様

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
現
在
、

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
水
泳
授
業
の
試
行
的
な
実

施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
親
水
公
園
で
開
園
し
て

い
る
「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
の

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
数
は
。

市
長
　
１
日
平
均
90
人
、
１
日

の
最
大
利
用
者
数
は
４
４
２
人

で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

 

健
康
維
持
に
つ
い
て

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ナ
ー
や
教
職
員
な
ど
に

「
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
員
」
の
資

格
取
得
を
勧
め
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
各
所
属
団
体
な
ど
に

周
知
す
る
。

質
問
　
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

が
８
月
５
日
に
青
梅
市
で
開
催

さ
れ
た
。
市
の
知
名
度
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
応
募
し
た

ら
ど
う
か
。

教
育
長
　
市
の
市
制
施
行
時
に

開
催
し
た
が
、
再
度
の
開
催
に

向
け
て
応
募
す
る
。

高田 和登 議員（新緑会）

スイミングセンター

浸
水
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
市
内
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
雨
水
管
は
ど
の
く
ら
い
の
雨

量
ま
で
浸
水
被
害
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

市
長
　
１
時
間
当
た
り
50
ミ
リ

の
降
雨
強
度
に
対
応
す
る
よ
う

整
備
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
市
内
の
浸
水
警
戒
箇
所

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

市
長
　
羽
村
駅
東
口
周
辺
、
富

士
見
公
園
周
辺
、
あ
さ
ひ
公
園

周
辺
、
水
上
公
園
周
辺
な
ど
の

市
内
17
か
所
で
あ
る
。

質
問
　
田
ノ
上
会
館
が
浸
水
想

定
エ
リ
ア
に
あ
る
。
い
ざ
と
い

う
時
に
、
自
主
防
災
組
織
用
資

機
材
を
取
り
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
そ
の
対
策
は
。

市
長
　
気
象
情
報
に
よ
り
必
要

な
資
機
材
を
事
前
に
安
全
な
場

所
に
移
動
さ
せ
る
な
ど
の
対
策

は
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
自
主

防
災
組
織
と
も
意
見
交
換
を
行

い
、
対
応
策
に
つ
い
て
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

公
共
施
設
に
お
け
る

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
最
大

限
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
喫
煙
者
に
対
し
て
も
行

政
と
し
て
一
定
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
質
問
す
る
。

質
問
　
市
た
ば
こ
税
は
貴
重
な

財
源
で
あ
る
が
、
歳
入
状
況
は
。

市
長
　
令
和
３
年
度
の
市
た
ば

こ
税
の
歳
入
は
、
４
億
１
２
３

４
万
６
千
円
で
あ
っ
た
。

質
問
　
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
に

適
し
た
喫
煙
所
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
　
市
民
の
健
康
維
持
の
観

点
や
、
施
設
の
実
情
な
ど
、
総

合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、
だ
れ

も
が
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

冨松 崇 議員（新政会）

《Ｑ》市内に埋設された雨水管の対応可能雨量は

《Ａ》1時間当たり 50ミリの降雨強度に対応できる

富士見公園からの雨水流出の状況（令和元
年台風第19号羽村市の対応記録から）
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大塚 あかね 議員（令和かがやき）

《Ｑ》切れ目のない介護支援体制をつくるべき
《Ａ》制度上難しいが適切に支援を行っていると捉えている

切
れ
目
の
な
い

介
護
支
援
の
構
築
を
求
め
る

質
問
　
介
護
保
険
と
公
的
な
医

療
保
険
で
制
度
が
異
な
り
、
支

援
が
分
断
さ
れ
る
。
切
れ
目
の

な
い
介
護
支
援
体
制
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
制
度
上
、
難
し
い
状
況

だ
が
、
関
係
者
が
適
切
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
市
民

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

　
国
が
示
し
た
「
自
治
体
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
」に
従

い
羽
村
市
の
方
針
を
と
り
ま
と

め
て
い
く
。ま
た
、デ
ジ
タ
ル
社

会
の
条
件
整
備
と
し
て
改
正
個

人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
る
。

質
問
　
窓
口
業
務
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
実

態
が
把
握
困
難
と
な
り
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
対
面
で
の
受
付
も
継
続

し
、生
活
実
態
把
握
の
相
談
体
制

は
今
後
も
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い
な
い
市
民
は
行

政
の
手
続
き
、
情
報
取
得
が
で

き
な
く
な
る
が
、
対
応
は
。

市
長
　
対
面
に
よ
る
申
請
も
継

続
し
、
従
来
の
情
報
提
供
を
続

け
て
い
く
。

質
問
　
改
正
個
人
情
報
保
護
法

は
官
・
民
が
共
通
ル
ー
ル
で
運

用
さ
れ
、
民
間
事
業
者
が
情
報

を
得
や
す
く
な
る
。
安
全
性
は
。

市
長
　
法
で
は
「
安
全
管
理
の

た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
て
お
り
、

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
適
切
に

運
用
し
て
い
く
。

質
問
　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解

消
の
取
組
み
は
。

市
長
　
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
、マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
お
け
る

電
話
相
談
、窓
口
で
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

オンラインでの妊娠の届出申請

市
役
所
通
り
の
改
修
計
画
の

 

策
定
に
つ
い
て

質
問
　
市
役
所
通
り
改
修
計
画

策
定
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
長
　
整
備
内
容
や
時
期
等
の

計
画
策
定
の
検
討
を
開
始
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
景

観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
人
に
や

さ
し
い
道
路
整
備
を
進
め
て
行

く
。
沿
道
町
内
会
や
商
工
会
、

福
生
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
議
し
、
財
源
の
裏
付
け
を

も
っ
た
計
画
を
策
定
し
て
行
く
。

小
学
校
の

 

学
期
制
変
更
に
つ
い
て

質
問
　
小
学
校
の
２
学
期
制
か

ら
３
学
期
制
へ
移
行
の
理
由
と

経
緯
は
。

教
育
長
　
２
学
期
制
を
導
入
し

た
当
時
、
授
業
時
数
の
確
保
が

課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
土

曜
日
の
授
業
実
施
と
長
期
休
業

期
間
の
弾
力
的
な
運
用
が
可
能

と
な
り
、
授
業
時
数
の
確
保
は

行
い
や
す
く
な
っ
た
。
２
学
期

制
を
３
学
期
制
に
「
戻
す
」
の

で
は
な
く
、
役
割
を
十
分
に
果

た
し
た
２
学
期
制
か
ら
新
た
に

３
学
期
制
に
「
移
行
」
す
る
こ

と
で
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨

の
徹
底
を
図
っ
て
行
く
。

羽
村
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

 

進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問
　
デ
ジ
タ
ル
化
で
市
が
取

り
組
ん
で
来
た
こ
と
の
成
果
は
。

市
長
　
令
和
３
年
12
月
か
ら
、

「
妊
娠
の
届
出
」
の
オ
ン
ラ
イ

ン
受
付
を
開
始
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
令
和
３
年
度
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
で
特
定
健
康
診
査
や
、

講
座
へ
の
申
込
み
、
住
民
票
の

写
し
の
交
付
請
求
等
、
21
の
申

請
・
手
続
き
に
お
い
て
、
３
１

４
１
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》市役所通り改修計画策定はどのような状況か

《Ａ》整備内容や時期等の計画策定の検討を開始した

改修計画の策定が始まった市役所通り


